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１．はじめに  

 アスファルトの再生骨材の処理において，従来のアスファルト廃材を破砕機にて破砕して再生骨材（50%以

下）を用いる「破砕処理」に対し，騒音・振動・大気汚染といった環境を考えた「溶解分離」により再生骨材

として 100%リサイクルして利用する方法が開発されてきた。本報告では，再加熱と「溶解分離」に用いる溶

解用添加剤の量が，100%再生骨材処理によるアスファルト混合物のマーシャル試験結果に及ぼす影響につい

て試験結果から検討を行った。 
２．アスファルトの再加熱による影響  
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図１ 再加熱の有無による安定度とフロー値 

 アスファルトは再加熱されることにより劣化し

硬化する。「溶解分離」により再生骨材として 100%
リサイクルした場合の再加熱による影響を調べた。

図１は，再加熱したものと再加熱しなかった場合の

安定度とフロー値の関係を示した。比較のために，

破砕処理して粒度を調整し 30%再生骨材について

も再加熱した場合の結果を示した。これより，再加

熱されたアスファルトの安定度は 2 倍以上に大き

くなることがわかった。また，再生骨材 30%は安

定度が低いが，100%再生骨材に比べて再生される

アスファルト量が少なく，再加熱の影響が少なかっ

たものと考察された。 
３．再生用添加剤の影響  

 再生用添加剤の割合と再生用添加剤に

ストレートアスファルトを 1:1 で使用し

た場合のフロー値の比較を図２に示す。 

図より，石油系添加剤を増加させるほど

フロー値が線形的に増加していることが

わかる。また，ストレートアスファルト

を用いた場合には，フロー値は低下して

いるが，再生用添加剤の割合に比例して

おり，ストレートアスファルトを使用し

た場合とのフロー値への影響は少ないも

のと考えられる。同様に，図３にマーシ

ャル安定度への影響を示した。再生用添

加剤の割合による安定度への影響はほと

んどない。一方，ストレートアスファル 
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図２ 再生用添加剤とフロー値の関係 
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トと石油系添加剤を用いた場合には，安定

度が1.5から2倍に大きくなる傾向にある。 

 これらのことから，石油系添加剤とスト

レートアスファルトの割合で安定度とフ

ロー値の制御が可能となる。しかし，スト

レートアスファルトを用いた場合では，石

油系添加剤のみ場合に比べて安定度のば

らつきが大きいことがいえ，石油系添加剤

のみを用いた場合の方が品質として安定

していることが容易に推察される。そこで，

品質の安定性から，溶解分離」により再生

骨材として100%リサイクルして利用する

場合の再生用添加剤の割合について検討

を行った。図４には石油系添加剤のみを用

いた場合の安定度とフロー値の関係を規

格値と合わせて示した。この結果から石油

系添加剤を増加させるとフロー値が大き

くなり，フロー値の 20～40 の規格値が大

きくなるため，0.7%までが適切であると判

断できる。 

20
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４．おわりに 

 100%再生骨材処理による再加熱された

アスファルトによる安定度への影響と，

100%リサイクルして利用する場合の再生

用添加剤の割合について検討を行った結

果，次のことが得られた。 
1) 再加熱によりマーシャル安定度が 2倍

程度大きくなる。 

2) 石油系添加剤を増やすことでフロー

値は大きくなる傾向が明瞭であるが，

安定度はそれほど変化しない。 

3) 石油系添加剤にストレートアスファルトを混ぜて使用することでフロー値には大きな違いは見られない

が，安定度の値が増加する。ストレートアスファルトと石油系添加剤の割合で安定度とフロー値を制御で

きるが，ばらつきが大きい。 

4) 100%リサイクルして利用する場合の再生用添加剤の割合はフロー値の上限から 0.7%以下が適切である。 
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図３ 再生用添加剤の割合と安定度の関係 
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図 4 石油系添加剤の割合と安定度・フロー値 
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